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見
え
な
い
海
中
を
可
視
化
す
る

1
0
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
は
神
奈
川
大
学
や
民
間

企
業
な
ど
と
共
同
で
、
水
中
音
響
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
用
い
て
、
見
え
な
い
海
中
の
構
造

物
を
映
像
化
し
、
測
量
も
可
能
に
す
る
「
4
次
元
広
角
映
像
・
測
量
用
ソ
ナ
!
シ
ス
テ

ぷ
」
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。
既
に
実
地
試
験
を
行
っ
て
性
能
を
確
認
済
み
で
、
今
後
、

機
械
の
小
型
化
や
解
像
度
ア
ッ
プ
な
ど
を
進
め
る
。
シ
ス
テ
ム
は
海
洋
資
源
開
発
な
ど

に
も
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
同
研
究
所
は
早
期
の
本
格
実
用
化
を
目
指
す
。

(
編
集
部
・
坂
川
博
志
)

港湾空港技術研究所
開
発
中
の
新
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
海
中
作
業
の
イ
メ
ー
ジ

港
湾
な
ど
の
海
洋
土
木
工
事
で

は
、
構
造
物
な
ど
が
水
中
に
あ
る

た
め
、
潜
水
士
な
ど
に
よ
る
出
来

形
の
目
視
確
認
や
測
量
が
不
可
欠

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
潜
水
士
に

よ
る
作
業
は
時
間
が
か
か
る
上
、

安
全
面
で
も
問
題
が
多
い
。
港
空

研
で
は
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
数
年
前
か
ら
水
中
音
響
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
を
用
い
て
水
中
を
可
視

超音波を発・受信する音響

ビデオカメラ部

化
す
る
技
術
の
開
発
を
進
め
て
い

る。
4
次
元
広
角
映
像
・
測
量
用
ソ

ナ
l
シ
ス
テ
ム
は
、
超
音
波
を
水

中
の
構
造
物
に
当
て
て
反
響
を
受

信
。
そ
の
強
さ
な
ど
か
ら
見
え
な

い
水
中
の
構
造
物
を
映
像
化
す

る。
医
療
分
野
で
使
わ
れ
て
い
る
エ

コ
i
検
査
バ
超
音
波
検
査
)
と
同

資源開発や工事に有効

松本さゆり研究官

じ
原
理
だ
。
複
数
の
超
音
波
を
連

続
し
て
当
て
る
こ
と
で
、
吉
岡
さ
、

幅
、
奥
行
き
ま
で
含
め
た
3
次
元

の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
映
像

化
で
き
る
。
そ
の
デ
l
タ
を
基
に

正
確
な
位
置
や
大
き
さ
を
把
握
す

る
こ
と
も
可
能
だ
。

装
置
は
超
音
波
を
発
信
、
受
信

す
る
水
中
音
響
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
と

そ
の
受
信
デ
l
タ
を
解
析
す
る
パ

ソ
コ
ン
な
ど
で
構
成
。
超
音
波
を

使
う
た
め
、
水
中
の
濁
度
や
照
度

に
関
係
な
く
視
認
や
測
量
が
で
き

る
。
た
だ
、
色
彩
は
判
別
で
き
な

い
た
め
、
画
像
は
モ
ノ
ク
ロ
表
示

と
な
る
。

既
に
試
作
機
を
製
作
済
み
で
、

各
種
の
実
験
も
行
っ
て
い
る
。
試

作
し
た
水
中
音
響
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

は
使
用
限
界
レ
ン
ジ
が

5
1お

が
。
レ
ン
ジ
刊
が
で
の
解
像
視
野

は
6
×
6
針
。
、
画
像
の
分
解
能

装置小型化、大水深対応も

純国産にこだわりたい

海
中
の
可
視
化
技
術
は
、
十
数
年
前

ま
で
園
内
で
も
積
極
的
に
技
術
開
発
が

進
め
ら
れ
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
水
準

に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
港
湾
玉
事
な
ど

に
利
用
目
的
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
技
術
開
発
費
が
削
減
さ
れ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
最
近
は
海
外
で
の
技
術
開

発
が
進
ん
で
い
る
。
特
に
軍
事
的
な
目

的
で
開
発
さ
れ
る
ケ
i
ス
が
海
外
で
は

多
い
よ
う
だ
。

た
だ
、
国
内
で
も
近
海
の
海
洋
資
源

開
発
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
シ
ス
J

テ
ム
の
利
用
範
囲
は
今
後
、
確
実
に
広

が
る
だ
ろ
う
。
海
洋
資
源
開
発
で
は
、

は
1
吋
縦
5
今
べ
横
川
山
持
ン
、
奥
行

き内以内ン
J
J

水
槽
実
験
で
は
、
槽
内

の
桟
橋
模
型
や
消
波
板
な
ど
を
映

像
化
す
る
と
と
も
に
、
測
量
デ
ー

タ
に
つ
い
て
も
レ
ー
ザ
ー
測
量
デ

ー
タ
に
対
し
、
誤
差
が
か
ラ
郊
5
%

以
内
の
精
度
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。海

上
試
験
で
は
、
船
舶
で
移
動

し
な
が
ら
海
洋
構
造
物
を
映
像
化

で
き
る
こ
と
を
確
認
。
リ
ア
ル
タ

イ
ム
表
示
は
、
最
速
で
1
秒
間
に

4
・
0
回
映
像
を
更
新
す
る
。
羽

田
空
港
D
滑
走
路
で
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

下
部
の
電
気
防
食
陽
極
の
脱
落
の

有
無
も
画
像
で
視
認
で
き
た
と
い

↓つ。
港
空
研
で
は
水
槽
・
海
上
実
験

を
通
じ
、
船
舶
を
航
行
し
な
が
ら

4
次
元
画
像
を
表
示
す
る
こ
と
が

可
能
で
、
測
量
デ
l
タ
に
も
誤
差

が
少
な
い
こ
と
を
実
証
で
き
た
と

し
て
い
る
J

今
後
、
水
中
音
響
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
の
映
像
レ
ン
ズ
性
能

の
向
主
や
装
置
の
小
型
化
な
ど
を

検
討
。
大
水
深
に
も
対
応
で
き
る

耐
久
性
な
ど
も
併
せ
て
検
討
し
て

い
く
。

海
域
に
よ
っ
て
海
流
や
深
さ
な
ど
条
件

が
異
な
る
た
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
シ

ス
ー
テ
ム
開
発
が
必
要
に
な
る
。
こ
う
し

A

た
シ
ヌ
デ
ム
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
円
滑

に
す
る
た
め
に
も
、
純
国
産
技
術
に
こ

だ
わ
り
た
い
。

勝
現
在
、
装
置
の
小
型
化
や
大
水
深
で

の
利
用
を
想
定
し
た
検
討
を
進
め
て
い

、
あ
か
、
開
発
予
算
が
少
な
く
、
残
念
な

が
ら
思
う
よ
う
に
開
発
が
進
ん
で
い
な

い
の
が
現
状
だ
。
海
洋
資
源
開
発
や
港

湾
工
事
な
ど
に
役
立
つ
技
術
だ
け
に
、

引
き
続
き
研
究
開
発
を
進
め
、
本
格
的

な
実
用
化
に
こ
ぎ
つ
け
た
い
。
一

3.毎 日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14.信濃毎日

開
発
を
担
当
し
て
い
る
港
湾
空
港
技

術
研
究
所
新
技
術
研
究
開
発
領
域
計
測
，
'

・
シ
ス
テ
ム
研
究
チ
↑
ム
の
松
本
さ
ゆ

り
研
究
官
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い

る。

【建設ICT】

1 .日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
13.建設通信
⑪建設工業
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